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編集後記：本号から，「天気」に本学会の英文論文誌「気

象集誌」の和文目次を掲載することになりました．気

象集誌の和文目次はこれまでにも1987年2月号まで掲

載していたのですが，しばらく休止になっていたもの

です．今後，2か月に1度のぺ一スで，2か月遅れで

掲載を続ける予定です．会員の皆様がこの目次をご覧

になって，こんなに面白い論文が載っているのならば

是非B会員になってみようと思っていただけたらこれ

以上のことはありません．そこまで行かなくとも，こ

の目次から気象集誌の興味深い論文を見つけて，ご自

分の調査研究や業務に役立てていただければ幸いで
す．

　さて，ご存じのように，「天気」ではやむをえない事

情により昨年末をもって「日々の衛星画像」の掲載を

打ち切りました．インターネットの普及で，「天気」に

よらなくても静止衛星画像を入手できる方も増えたと

は思いますが，編集委員会では，まだまだすべての会

員の方がインターネットにアクセスできる環境にいる

わけではないという認識のもとに，何とか存続させる

道はないかと，1月号の締め切りぎりぎりまで様々な

可能性を真剣に検討してきました．しかしながら，与

えられた短い時間の間に1997年を通して掲載できる見

通しが立たず，残念ながらひとまず掲載中止となった

わけです．編集委員会ではこれに変わる新しい企画を

いくつか検討しており，まず1月号から新刊図書案内

欄を開始しました．今後の新企画に関してご意見・ご

要望がありましたら，是非編集委員会までお願いいた

します．また，再開の見通しがたっているわけではあ

りませんが，「日々の衛星画像」に対して現在どれだけ

のご要望があるか，またその場合，全球画像と日本域

画像のどちらにご希望が多いかなどに関する率直なご

意見もお寄せいただければ幸いです。　　（新野　宏）
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